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《７月》 

21日(木) 給食終了 球技大会 
22日(金) 終業式 
23日(土)、24日(日) 
       県民体育大会 
25日(月)～ 夏季休業開始 

《８月》 
1日(月)～5日(金) 

      北信越大会(長野) 

6日(土) ふなはしまつり 
11日(木) 山の日 
12日(金)～18日(木) 
      学校閉庁 
23日(火) 全校登校日 
23日(火)、24日(水) 
      3年第2回到達確認テスト 
27日(土) 育成会 親子除草 
29日(月) 始業式 給食開始 
 
《９月》 

1日(木) 体育大会予行 
3日(土) 第 73 回体育大会(雨天順延) 
5日(月) 振替休業 
9日(金) ９月分集金振替日 

12日(月) 生徒会役員選挙 
15日(木) 生徒会役員 任命式 
16日(金) 壮行会 
17日(土)、18日(日) 
      新川地区新人大会 
19日(月) 敬老の日 
20日(火)、21日(水) 
      3年第3回到達確認テスト 
23日(金) 秋分の日 
28日(水)～30日(金) 
      3年修学旅行 

『思考が運命を変える』 

                           

 いよいよ１学期が終わり、夏休みを迎えます。１学期は各学年の行事や大会等が目

白押しで、生徒のみなさんにとって、大変な日々が多くありました。忙しさに流され

てしまいがちな日々ですが、そんなとき、私には、ちょっと立ち止まって思い出す言

葉があります。 

 マザー・テレサは「飢えた人や家の無い人、身体の不自由な人、世話をされていな

い人のために働くこと」を目的に自ら修道会を立ち上げて、貧しい人々の支えとなる

活動を続けました。その活動が世界中で称えられてノーベル平和賞を受賞し、その賞

金もすべて貧しい人のために使い、晩年まで貧しい人々の母となり続けて生涯を終え

ました。 

愛にあふれたマザー・テレサだからこそ、今でも語り継がれる名言がたくさんありま

すが、皆さんはこの言葉を読んでどのように感じますか。私は「～に気を付けなさい。」

という言葉の繰り返しを、はじめはただの教訓のように感じていました。しかし思考が

言葉に、言葉が行動に、行動が習慣に、習慣が性格に、性格が運命に影響している。そ

れらを自分のこれまでの生活や経験と重ね合わせていくと、「思考がいつか運命まで変

える」ということを、次第に納得させられ、今では私の心を支えてくれる言葉となりま

した。 

もともと私はくよくよと悩みやすいところがあります。そんな私に恩師が『向き不向

きより、前向き』という言葉をよくかけてくれました。この言葉を聞いて「できるかで

きないかではなく、やるかやらないかだ！」と、悩む前に行動することを心がけるよう

になりました。いざやってみると、思っていたよりもできたことが自信になり、次の挑

戦につながりました。ですから、生徒の皆さんにも是非「できっこない」「向いていな

い」と心にブレーキをかける前に「やってみよう」の精神で挑戦し、自分の未来を前向

きに切り拓いてほしいと願っています。私自身、自分を磨くために、これからも挑戦を

続けていきたいと思います。 
 

 

 

 

 

 

 

○陸上競技 

 １年女子100ｍ    ３位 １年 Ｏ．Ｋ 

○水泳競技 

 女子200ｍバタフライ ３位 １年 Ｉ．Ｒ 

 女子100ｍバタフライ ３位 １年 Ｉ．Ｒ 

 ☆この２名は長野県で行われる北信越大会に出場します。おめ

でとうございます。観戦はできないので、富山から熱い声援

をお願いします。 

救急救命法講習会 

 6月22日(水)、小中学校の教員合同でＡＥＤを活用した救命法の

講習会を行いました。コロナ禍での救急救命法では、基本的に人工

呼吸は行わないなど、以前と異なる部分もありました。万が一の命

の危険を想定した内容で、全員が真剣に

取り組んでいました。ただ、命に関わる

ような危険は起こさないのが1番です。

夏休み中、水の事故・交通事故等が絶対

に起きないよう、ご家庭でも安全第一の

声掛けをお願いしたいと思います。 
 

ふ  … ふるさとに根ざし、広い世界に羽ばたく生徒 
な  … 仲間を思いやり、相手の立場になって考える生徒 
は …  
し  … 知る喜び、分かる喜びを求めて学び合う生徒 

学校の教育目標 「学び」の精神をもち、仲間を思いやり、 

    たくましく生きる生徒の育成 
目指す生徒像 

  ホームページ 

 メールアドレス 

funahashi-jhs@tym.ed.jp 

舟橋中学校 検索 

思考に気をつけなさい、それは、いつか言葉になるから。 

言葉に気をつけなさい、それは、いつか行動になるから。 

行動に気をつけなさい、それは、いつか習慣になるから。 

習慣に気をつけなさい、それは、いつか性格になるから。 

性格に気をつけなさい、それは、いつか運命になるから。 

－マザー・テレサ－ 

県選手権大会入賞結果 



第１学年教室より      体育の授業から           
１学年は今、保健体育の授業でソフトボールを学習しています。はじめて、グラブやバットを手にする生徒が多

く、ゲームを楽しむのはまだまだ先のようです。 

「チームワークが大切だ」と、何かと口にする文言ですが、言うだけではチームワークは育まれません。「役割や

責任を果たす」、「認め合い、協力する」、そして「全員で考え実行する」の三つを実践しない限り、チームワークは

生まれないでしょう。これは将来皆さんが世の中で活躍するために求められる「社会性」と同じだと思います。ま

た、チームワークと同様に、「信頼（関係）が」と口にする人がいますが、やはり、「役割や責任を果たす」ことが

大前提でしょう。日直や係、委員会の仕事をおろそかにしたり、給食当番を忘れていたり、清掃時になかなか移動

しなかったりすれば、「信頼」は生まれてこないでしょう。 

１年生には、４月入学以来いろいろな場面で中学生らしくなったと感じさせられること

が多々ありました。２学期には、集団のまとまりが試される体育大会、学習発表会、合唱

コンクール等があります。「チームワーク」「信頼」を語る前に、まずは各自が、「役割や責

任を果たす」をしっかりと実践しているか振り返ることを心がけてみてはどうでしょうか。 

                          

第２学年教室より      職場体験からの学び 

 「加奈子の職場体験」という読み物教材を用いて道徳の授業を行いました。２年生の皆さん

と同じように、主人公の加奈子が美容院での職場体験を通して、色々なことに気づくお話です。

「『仕事でがんばったから、ほめられたい』と、自分のことしか考えていなかった加奈子」が「周

りの人のために働こうとする加奈子」に変わっていきます。そのことに授業を通して気付いた

人もいました。      

  「社会で学ぶ『１４歳の挑戦』」では、実社会での仕事の厳しさを知った人もいるでしょう。

また、「利他の心」をもって取り組み、「やりがい」や「誇り」を感じた人もいるのではないか

と思います。日頃から係・当番活動をしっかりと行っている二年生の皆さんですが、「１４歳の

挑戦」を通して、勤労の尊さや意義を理解し、また一歩自立に向けて成長したように思います。  

                                                   

第３学年教室より         充実の１学期 

 ３学年がスタートして早１学期が終わろうとしています。 
○学習面では、目指す進路に向け真剣に取り組む生徒が増えました。一方、学年当初の頑張りが次第に薄れ、家庭

学習における毎日の積み重ねが定着していない生徒もいるように思われます。学年では、学活の時間等で「家庭

学習の充実」を目指し、生活習慣の見直し・改善（特にメディアにかける時間の削減）に取り組んできました。

夏休みは今まで学んだ内容の総復習や苦手克服を図る絶好の機会です。「夏を制する者は受検を制す」という言

葉を胸に刻み、毎日コツコツと学習を積み重ねてください。また、夏休み期間には、各高等学校で「オープン・

ハイスクール」が予定されています。実際に施設を見学したり高校生と交流したりする貴重な機会です。進路選

択の一助となり、日々の学習にもさらに真剣さが増すことを願っています。 
○部活動では「新川地区中学校総合選手権大会」や「郡民体育大会」が行われました。県大会や全国大会につなが

る大切な試合で、どの運動部もこの大会に向けて精一杯練習に励んできました。その成果を存分に発揮した競技

が多くみられました。 

○１日（金）に、『第７３回 体育大会』（９月３日）に向けて、結団式がありました。競技・応援・デコレーショ

ン、各分野において３学年が１・２学年をしっかりリードし、一人一人が輝ける大会になるように期待していま

す。                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 私の目標は、全員が全力で楽しめる体育大会にすることです。実行委員長として、 

いろいろ不安はありますが、このコロナ禍の中で開催されることに感謝し、全校生徒が 

思い出に残る大会になるように、全力で頑張ります。（体育大会実行委員長） 


